
ワンランク上の病院をめざして
私たちは、患者さんの意思を尊重し、高度で良質な医療を
提供することによって、地域社会に貢献します。
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消化器病センターの開設にあたって
院長：河田純男

年１月１日をもって、当院に消化器病センターが開

設されました。このセンターは、消化器外科と消化

器内科が一体となって、高度な消化器病診療を行うことを

目指しています。具体的には、両診療科がその主体性を保

ちながら、消化器病センター外来、内視鏡センターおよび病

棟で協働して、診断、治療方針の決定および治療に当たる

ことになっています。病棟の共同運用は４月からになります

が、同センターがフル稼働をはじめますと、診断から治療ま

でを、より一層迅速に行うことができます。

本

センターの開設により、患者さんにさらなる安心感

を持っていただけるようになるとともに、地域医療

連携を今まで以上にスムーズに進めることができると期待

しています。

いわゆる消化器病センターは、いくつもの病院で設置され

ていますが、当院のような外来、内視鏡センターおよび病棟

のすべてが、外科と内科が一体となって運用される消化器

病センターは、全国的にみても今までになかったのではな

いかと聞いています。　

同

どもの消化器病センターが、地域医療機関の皆様

にご活用いただけることを切に願っています。最後

に、この紙面をおかりして、同センターをたちあげるため

に、長期間にわたり多大な尽力をしていただいた各部門の

皆さんに深謝いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　   　

私
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Ｑ 術前から禁煙をするのはなぜですか？

A 術後は麻酔や気管内挿管の刺激で気管内分泌が増え、粘稠度が増します。

喫煙歴のある方は、喫煙の刺激により痰が多くなります。術後は創痛のため、大きな咳が

しにくく、痰が出せず肺合併症を起こしやすくなります。肺合併症を防ぐために禁煙が重

要になります。

●河田 純男（院長、消化器病センター長）

●矢野 浩司（副院長、消化器病センター副センター長、外科部長）

●乾 由明（副院長、地域医療連携部長、消化器病センター副センター長、

　消化器内科部長）

●安永 祐一（検査・放射線部長、内視鏡センター長、消化器内科部長）

●楢原 啓之（化学療法担当部長、化学療法センター長、腫瘍内科科長、

　消化器内科部長）

●辻江 正樹（医療情報担当部長、内視鏡センター副センター長、

　消化器外科科長、下部消化管チーフ、大腸ESDチーフ）

●三木 宏文（消化器外科部長、上部消化管チーフ）

●柏崎 正樹（消化器外科部長、肝胆膵チーフ）

●吉岡 慎一（消化器外科医長）

●松本 仁（消化器内科科長、肝チーフ）

●福島 寿一（消化器内科医長、 緩和ケアチーム委員長）

●柳川 和範（内視鏡センター副センター長、消化器内科医長、

　ERCP・EUS・上部ESDチーフ）

●森田 香織（消化器内科医長）

●瀧内 大輔（消化器外科医長）

●濱野 梨絵（消化器外科医長）

●齋田 美希（消化器内科医長）

●武田 梨里（消化器内科医長、ESD・PEG担当）

●波多 豪（消化器外科医員）

●安田 華世（消化器内科専攻医）

●檀 直樹（消化器内科専攻医）

●久保 維彦（消化器外科専攻医）

●柳澤 公紀（消化器外科専攻医）

最新情報

スタッフ紹介
□内視鏡センターにスパイグラスを
　導入しました（平成25年7月）
　スパイグラスは、内視鏡の鉗子口を通して、極細径の内視鏡を通すシステ

ムで診断用および治療用のデバイスを通すことができます。胆管や膵管内

の病変を目視でき、視認下で鉗子を用いて生検を行うことにより胆管内の

病変に対する診断能力が飛躍的に向上しました。

　従来のERCPにおいては、上部胆管における閉塞機転の診断が、ブラシ細

胞診や、胆汁細胞診などの間接的な診断にとどまっておりましたが、直接視

認による形態的診断及び、視認下での生検による診断を行うことができる

ようになりました。今後、炎症

性腸疾患などに合併した瘻

孔の評価や、様々な病態にス

パイグラスを活用できると考

えております。

（消化器内科科長：松本仁）

（7階病棟看護師長：野網美紀子）

｛      ｝手術前管理について質問！

AＱ

Ｑ 全身麻酔の術前に口腔ケアがなぜ必要ですか？

A 口は呼吸器と消化器の入口です。侵襲の大きい消化器の手術時に口の中の殺菌が気管

から進入し、肺炎を起こすことがあるため感染を予防する必要があります。

手術前に口の中を清潔にすることで予防効果が期待できます。

術前に歯科受診をしていただく場合があります。





医療技術 西 宮 病 院 の 「 今 」 が わ か る 。

米国では鼠径ヘルニア患者が年間80万人であり鼠径ヘルニア専門の外科医も

います。日本では年間14万人と推定されますが、専門外来のある施設は少ない

現状です。当院はヘルニア外来を開設し、鼠径ヘルニアの治療に力を入れてい

ます。腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術は、お腹に5mm程度の穴を3ヵ所開け、テレビ

モニタ－でヘルニアを見つけ、別の穴から入れた手術器具を操作して治療しま

す。傷あとが小さく痛みが少ない、日常生活に早く戻れる、左右2ケ所にあっても

同時に治療できる、などのメリットがあります。腹腔内を観察しながら手術を行

うので修復すべき場所が一目でわかり、症状が出ていない小さなヘルニアの見

落としが少なく、非常に有用な方法です。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消化器外科医長：吉岡慎一）

しい年が明けて、大変に寒くなっていますが、

気分的には世の中が少し明るくなっているよう

に感じられます。宵えびすに西宮神社にお参りしました

が、気のせいか人々の表情が華やいで見えました。屋台

の電燈がオレンジ色の懐かしい光を放っていて、真冬の

夜の冷たい空気を暖かく包んでいるようでした。良い年

でありたいという参詣の人たちと、想いをともにしている

という連帯感で幸せな気分をもらって、奮発した大きい

ほうの福笹を携えて帰りました。

　参詣の後、西宮は酒どころでもありますから、熱燗を

ひっかけて帰られた方も多いのではと思います。白状し

ますと、小生もその一人です。しかし、お酒を飲む量が多

過ぎますと、いろいろな病気を引き起こしてしまいます。

そのひとつが痛風です。これは関節に尿酸という物質が

たまって炎症を起こしますが、とくに足の親指の関節や

足関節が赤く腫れて強い痛みがでるので、大変につらい

病気です。現在では、痛風患者は５０万人にのぼってお

り、その予備軍である高尿酸血症（血中の尿酸値が高い

状態）は数百万人に達しています。

　ヒトがなぜ痛風にかかるようになったかについては、

面白い話があります。本来、哺乳類には尿酸を分解する

能力（酵素）が備わっていたのですが、進化の過程で、サ

ルなど霊長類からヒトまでが尿酸を分解できなくなりま

した。それでも人類がお酒を飲んだり、肉食をするまで

は、問題がなかったわけです。

　ビタミンＣも同じように、霊長類から体内で作れなく

なりました。樹の上で生活し、十分なビタミンＣが摂れて

いたので、作らなくてもかまわなかったのでしょう。とこ

ろが、新鮮な野菜や果物が摂れない生活（大航海時代な

ど）になると、壊血病にかかったということのようです。ビ

タミンＣは老化の予防にも役立つと言われていますが、

現代人はビタミンＣの摂取量が不足気味のようです。ま

た風邪の予防効果があるとも言われています。

　冬に不足がちな野菜や果物を十分に食べて、深酒を

避けて、暖かくして、春を待ちましょう。

四季雑感四季雑感

新新

院長
河田 純男

図)腹腔鏡で観察した鼠径ヘルニアの様子。①は左側
で陥凹しているヘルニアで、②の右側は正常である
ことが観察できます。

「腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術」
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当院外来ロビーや各病棟には、地域の方々や入院患者さん、そのご
家族などからのご寄贈による200点以上にものぼる絵画が飾られ
ています。“にしびょう美術館”の貴重な“館蔵品”は、当院ホームペー
ジ内の「にしびょうWebミュージアム」でも常設展示していますが、
これらの作品の中から、毎回、ちょっと気になる1作品をとり上げて
ご紹介いたします。ご一緒に、絵の中の風景を旅してみませんか。

寒さ厳しい折、みなさまいかがお過ごしでしょうか。

昨年は台風被害等自然災害も多く、また食品偽装問題等の出来事

もありましたが兵庫県立西宮病院は今年も誠実に、またさらにワン

ランク上の病院を目指した努力を続けてまいります。

当院の飛躍のためには地域の先生方のお力添えが欠かせません。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（薬剤部：高村志保）

あなたは、「冬をイメージする絵を一つ上げるとしたら、どのような絵をイメージしますか？」
私は、この絵のように、鉛色の空が覆い、その下の海では大きな波がうねりを上げて押し寄せ、
身を切るような海風が吹く「日本海」をイメージします。この絵を見ていると、厚手の服と帽子
を身にまとい、完全防寒の姿をしても、何故か体の芯まで冷え切ってしまいます。しかしなが
ら、厳しい冬だからこそ、夏の太陽がギラギラと降り注ぐ穏やかな海と違い、迫力があり、より
青と白のコントラストが映える美しい作品だと思えるのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （総務部：足立彰久）
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